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水戸地本原発事故で避難している 

組合員・家族に対してつくばに避難村開設！ 

 
 水戸地本は 3月 19 日、福島原発の事故によって避難しているいわき地区在住組合員・家

族に対して、つくば市に避難村を開設しました。 

この避難村には、現在３０名の組合員・家族が入村、自炊し協力し合いながら生活して

います。そして、千葉や東京地本組合員からの激励や支援物資も続々と届けられています。 

東日本大震災は東北から関東の太平洋沿岸を襲った津波は甚大な被害をもたらしまし

た。さらに、福島県沿岸部では、福島第一原子力発電所が津波の被害を受け、放射能事故

のおそれがあり周辺２０㌔には避難命令、３０㌔には屋内待避命令が発せられ、住民は避

難や自宅待機を余儀なくされています。 

原発事故の影響は、関東地方の水や農産物への影響も出ています。福島県沿岸部では、

放射能被害の他、風評被害によって水や食料、燃料不足など不便な生活を強いられていま

す。 

避難村の組合員・家族は、組合員から寄せられた物資や激励によってみんなで力を合わ

せて生活しています。 
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